
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
昭
和
六
二
年
春
季
大
会

共
催
／
京
都
医
学
史
研
究
会

と
き
昭
和
六
二
年
五
月
二
四
日
（
日
）
午
前
一
○
時
か
ら

と
こ
ろ
京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町
一
五
’
九

京
大
会
館
一
階
（
電
話
○
七
五
’
七
五
一
’
八
三
二
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、
脊
麻
帝
切
論
争
を
願
承
る
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

二
、
民
間
信
仰
の
一
面
せ
ん
き
神
道
森
納
（
鳥
取
県
）

三
、
上
方
と
江
戸
の
笠
森

（
瘡
守
）
稲
荷
宗
田
一
（
京
都
市
）

四
、
下
級
武
士
の
日
記
に
ゑ
る

病
気
と
医
療
に
つ
い
て
茅
原
弘
（
津
市
）

五
、
清
涼
寺
釈
迦
像
胎
内
五
蔵

内
臓
模
型
に
つ
い
て
補
遺

ｌ
そ
の
Ｘ
線
的
所
見
高
木
重
彦
（
丸
太
町
病
院
）

吉
田
弘
（
さ
い
わ
い
病
院
）

六
、
ポ
ー
ド
イ
ン
書
簡
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
病
院
）

書
簡
中
の
オ
ラ
ン
ダ
医
ハ
ル
ム
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）

フ
ォ
ス
美
弥
子
（
在
ラ
イ
デ
ン
）

七
、
幕
末
海
外
留
学
史
研
究
雑
感

ｌ
と
く
に
緒
方
惟
準
（
第
二

回
オ
ラ
ン
ダ
留
学
）
の
場
合
古
西
義
麿
〈
雌
極
師
註
館
）

八
、
備
前
藩
医
木
畑
坦
斎
の

己
酉
遊
学
私
史

（
福
井
様
園
崇
蘭
館
瀞
学
日
記
）
中
山
沃
（
岡
山
大
学
）

九
、
黒
川
良
安
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

己
、
広
島
の
整
骨
医
広
藤
道
庵

（
一
七
五
四
’
一
八
三
二
）
と
そ
の
著

「
整
骨
新
書
」
と
子
孫
に
つ
い
て
蒲
原
宏
〈
罎
位
諦
締
緑
岸
）

二
、
帝
国
大
学
病
院
薬
局

男
女
雇
用
均
等
の
始
ま
り
中
室
嘉
祐
一
壗
羅
雄
保
女
学
一

三
、
横
浜
フ
ラ
ン
ス
病
院
に
つ
い
て
中
西
淳
朗
（
横
浜
市
）

三
、
医
学
史
資
料
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
利
用
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

藤
田
琢
史
《
饒
鐸
艤
雑
部
一

西
、
ま
が
玉
私
案
’
八
束
脛
胴
窟

遺
跡
出
土
の
穿
孔
歯
に
つ
い
て
杉
本
茂
春
（
大
阪
市
）

三
、
戦
前
の
労
働
者
保
護
立
法
藤
田
幸
子
（
京
都
市
）

実
、
衛
生
省
か
ら
厚
生
省
へ
佐
久
間
温
巳
（
西
尾
市
民
病
院
）

吾
、
適
塾
生
竹
内
東
白
の
書
簡
芝
哲
夫
（
大
阪
大
学
）

鱗
特
別
講
演

皆
川
漠
園
と

彼
を
め
ぐ
る
医
人
た
ち
宗
政
五
十
緒
（
龍
谷
大
学
教
授
）

（130） 410




